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 主 論 文 要 旨 No.4 
   
勢力との直接対決の矢面に立つことを意味するため、野党第一党は他の制度配置と比べ
て選挙前連合の主導を避ける傾向にあるということである。 
 第 7章では、単一政党優位崩壊後の政党システムの変化を論じる。ここで取り上げる
のは「単一政党優位の崩壊後、新体制をめぐる旧体制の支配者と主要野党との角逐はど
のような政党システムを形作るのか」という問いである。筆者はこの問いを説明するた
め、暫定政権という特異な状況における旧体制の支配者と主要野党の双方の（一見する
と）自制的な行動に着目する。旧体制の支配者は、暫定統治の正統化と既得権益の維持
を図るため、各党に対して政策協議の提案という（一見すると）中立的な行動を取りや
すい。それに対して、主要野党は、次期与党の最有力候補として穏便かつ着実な権力の
最大化を図るため、各党に対して包括的な利害調整という（一見すると）協調的な行動
を取りやすい。その結果、単一政党優位の崩壊後に生まれた様々な政党は、この両陣営
の綱引きを受けてどちらかの陣営へと凝集しやすくなり、多極化でも一極化でもなく政
党間の分極化が生じうる。この一連のメカニズムを論証するため、第一暫定政権期のエ
ジプトの事例を取り上げる。 
 第 8章では、本稿の結論として、各章の議論の整理と今後の研究の方向性を提示する。
特に、各章の知見を活かし、2012年以降の第二共和政において、ムルスィー大統領を擁
する自由公正党政権が国民民主党と違って単一政党優位を確立できなかったのはなぜか
（そして、2014年以降の第三共和政において、スィースィー大統領は第一共和政のよう
な単一政党優位を確立しうるのか）という点に若干の考察を加え、本稿の議論を締め括
る。 
 最後に、巻末付録として、政治体制・支配連合に関するデータ・操作化の基準と政治
体制一覧、独立変数・従属変数・制御変数（第 4章と第 6章）の操作化の基準とデータ
の記述統計、各章のエジプトの事例研究で扱う歴代憲法・法律・政治文書、そして、第
一共和政以降のエジプトの主要政党の変遷と年表を収録した。 
 
 
 
